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1.　緒　言[10pt.(b)/14pt.]

　このマニュアルでは，日本語論文をカメラレディー原稿に仕上げるためのレイアウトの指定について述べる．レイアウト以外の書き方は，繊維学会誌報文執筆の手引に従うこと．ワードプロセッサーやプリンターによってはこのマニュアルの指定通りにレイアウト出来ない場合も起こり得るが，出来る限りこの指定に従うことが望ましい．指定と著しく異なる場合には，訂正を求めることがある．[9pt./14pt.]

2.　用紙および書き方

2.1　用紙

　原稿はA4の上質紙に作成する．上下23mm，左右20mmのマージンをとる．最初のページに論文の種別，題目，著者名，所属，アブストラクト，原稿受付・受理日を，このマニュアルに従った和文・英文で1段組みとして記す．本文は段幅82mm，段間隔6mmの2段組みとして記す．ページ番号を原稿の右上マージンに鉛筆で軽く記す．最終ページが大部分余白となる場合には，本文の長さを短くして前ページまでに収まるようにすることが望ましい．

2.2　フォントおよび行間隔

　日本文には明朝系のフォントを用いる．句読点にはコンマ，ピリオド(，．)を用い，日本文中の英数字は半角で記す．論文の種別と見出しにはゴシックを用いる．英文題名，アブストラクト，図の説明等の英文，ローマ字にはTimes New Romanあるいは類似のフォントを用いる．フォントサイズおよび行間隔は，このマニュアル中に[12pt./14pt.]などのように示した．ただしこの例ではフォントサイズが12ポイント，該当項目が複数行にわたる場合の行間隔が14ポイントであることを示している．1pt.は約0.3514mmである．また，ボールド(b)，イタリック(i)等のスタイルは，たとえば[14pt.(b,i)]のように示した．

2.3　配置

　一般報文(Transaction)，技術報文(Technical Paper)，ノート(Note)，研究速報(Rapid Communication)などの論文の種別は左寄せとする．論文題目から英文所属までは中央取りとする．ただし，和文所属と和文著者名が複数行に及ぶ場合は，所属の右端と著者名の左端をそれぞれ揃え，全体がほぼ中央取りとなるようにする．アブストラクトは両端揃えとする．原稿受付・受理日はアブストラクトに続く行に右寄せで記す．本文は両端揃えとする．

　題名や所属機関などに関する説明事項は上つきの*1，*2で通し番号を付け，[8pt./12pt.]のサイズで脚注に記す．脚注は最初の頁の左段下部に段幅の横線を引いて，本文と区別して記す．

　1頁目の論文の種別から本文までの各項目は，それらの間に22pt.(約8mm)の空白を設ける．例えばアブストラクトは10pt.のサイズで記すので，英文所属からアブストラクトへの改行幅を22pt. ＋ 10pt. = 32pt.と設定すると，英文所属の文字の下部とアブストラクトの文字の上部の間の空白が22pt.となる．ワードプロセッサーによっては改行幅が段落単位で設定されるものがある．このとき，アブストラクトの改行幅を14pt.と設定すると，英文所属の文字の下部とアブストラクトの文字の上部の間に14pt. - 10pt. = 4pt.の空白が自動的に設けられる．ここに改行幅22pt. - 4pt. = 18pt.の空行を一行挿入すると，英文所属の文字の下部とアブストラクトの文字の上部の間の空白が合計22pt.となる．

2.4　区分け

　本文の区分けにはポイントシステムを用いる．項目は1.　○○のようにして中央取りし，前後に1行づつ空行を設ける．細目は1.2　○○，2.2.2　○○のようにして左寄せとし，前後に空行を設けない．謝辞および文献にはポイントシステムを適用しない．本文の段落の始めは1字あける．緒言，実験など，2文字の項目には間にスペースを1文字入れる．

3.　記号および式

　ベクトルやテンソル(ボールドイタリック体)を除く記号はイタリック体で記す．単位記号やsin，expなどの関数名はローマン体で記す．関数と引数の間を1字あける．＋，=，>，±等の前後は1字あける．独立した数式には(1)，(2)等の番号を右寄せで付け，式の上下に1行程度の空行を設ける．カメラレディー原稿では，添字が小さいと刷り上がりで不鮮明になることがあるので注意が必要である．

4.　図および表

　図表の幅は半段または全段とする． Fig. 1，Table 1のように通し番号を付ける．写真もFigとして図と連続した番号を付ける．図の説明は図の下に，表の説明は表の上に[10pt./14pt.]で記す．説明文が1行に収まる場合には中央取りとする．説明文が複数行に及ぶ場合には，図表番号以降の説明文を両端揃えとする．表には原則として縦線を入れない．表中の項目や数値で注釈を与えるものには上付き文字a)，b)などを添え，注釈を表の下に一括して記す．図表と本文の間には1行程度の空行を設ける．


5.　文献の引用

　引用文献には引用順に通し番号を付け，本文中の該当人名あるいは該当事項の後に[1]のように引用する．本文の最後に引用文献のリストを必ず英文で記す．引用文献のリストでは，括弧なしの番号1.，2.等で文献番号を示す．1つの文献が複数行に及ぶ場合には，文献番号以降の部分を両端揃えとする．

Table 1 An example of table.[10pt./14pt.]


Content (mol %)

Amino acid
Comp. 1
Comp. 2
Comp. 3

Nonpolar
  50.4
  46.1
  66.5

Basic
   9.1
  12.5
   7.1
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   2.9
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Fig. 1
An example of figure.  Figure caption should be given below the figure.[10pt./14pt.]
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